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社
会
的
連
帯
経
済
へ
の
道
―
資
本
主
義
の
オ
ー
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ブ
― 

 

一 

新
た
な
経
済
体
制
と
し
て
の
社
会
的
連
帯
経
済 

社
会
的
経
済
と
連
帯
経
済 

 

私
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
は
経
済
体
制
論
で
す
。
マ
ル
経
的
手
法
で
は
な
い
方
法
論
で
経
済
体
制
論
を
研
究

し
て
き
ま
し
た
。
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
に
、
私
の
経
済
政
策
論
の
講
義
は
次
第
に
経

済
体
制
に
関
係
し
た
部
分
が
増
え
て
い
き
、
二
〇
一
四
年
に
定
年
退
職
す
る
頃
に
は
一
九
七
〇
年
代
日
本

の
経
済
学
の
領
域
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
経
済
政
策
論
を
経
済
体
制
論
と
し
て
展
開
す
る
ま
で
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。
資
本
主
義
経
済
体
制
の
矛
盾
を
克
服
す
る
新
た
な
経
済
体
制
は
、
世
界
に
広
が
っ
て
い

る
社
会
的
経
済
（s

o
c
ia

l 
e

c
o

n
o

m
y

）
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
新
た
な
文
明
の
出
発
点
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
こ
で
展
開
す
る
の
は
経
済
体
制
論
と
し
て
の
社
会
的
経
済
論
と
そ
の
社
会
的
経
済
を
わ
が
国
で
実

現
す
る
方
法
に
つ
い
て
で
す
。 

 

社
会
的
経
済
は
非
営
利
組
織
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
セ
ク
タ
ー
で
す
。
非
営
利
セ
ク
タ
ー
と
呼
ば
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
米
国
で
は
非
営
利
セ
ク
タ
ー
と
い
え
ば

N
P

O

法
人
の
集
団
で
協
同
組
合
や
共
済

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
欧
州
や
日
本
で
は
協
同
組
合
、
共
済
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
（N

P
O

）
、
財

団
は
非
営
利
組
織
で
あ
り
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
特
有
の
価
値
観
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

最
近
で
は
フ
ラ
ン
ス
か
ら
生
ま
れ
た
「
連
帯
経
済
」
（s

o
lid

a
r
it

y
 e

c
o

n
o

m
y

）
の
考
え
方
を
結
合
し
た

「
社
会
的
連
帯
経
済
」(s

o
c
ia

l a
n

d
 s

o
lid

a
r
it

y
 e

c
o

n
o

m
y

)

と
い
う
用
語
が
世
界
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
や
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
は
な
お
社
会
的
経
済
の
用
語
に
固
執
し
て
い
ま
す
が
、E
U

、I
L

O

、U
N

な

ど
が
次
々
と
連
帯
の
用
語
を
使
い
始
め
て
社
会
的
連
帯
経
済
は
次
第
に
多
数
派
に
な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
で

す
。
世
界
の
流
れ
に
準
じ
て
今
ま
で
社
会
的
経
済
の
用
語
を
使
っ
て
い
た
私
も
社
会
的
連
帯
経
済
に
転
換

し
ま
す
。 

 

し
か
し
、
経
済
体
制
論
的
議
論
は
、
連
帯
経
済
論
で
は
い
ま
だ
現
れ
て
い
ま
せ
ん
。
連
帯
経
済
は
、
互

酬
と
い
う
概
念
を
基
礎
に
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
、
地
域
通
貨
、
倫
理
的
消
費
な
ど
を
展
開
す
る
運
動
で
す
が
、

経
済
体
制
の
議
論
で
必
要
な
、
理
念
・
価
値
論
、
ま
た
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
原
則
・
制
度
・
シ
ス
テ

ム
論
が
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す
。
以
下
で
は
社
会
的
経
済
の
実
態
と
経
済
体
制
論
的
枠
組
み
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。 

社
会
的
経
済
の
実
態 

 

ま
ず
実
態
を
見
ま
し
ょ
う
。
一
国
の
経
済
体
制
と
し
て
社
会
的
経
済
が
実
現
さ
れ
て
い
る
国
は
ど
こ
に

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
世
界
に
は
社
会
的
経
済
や
そ
の
中
心
で
あ
る
協
同
組
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の
町
が

い
く
つ
も
存
在
し
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
・
バ
ス
ク
自
治
州
・
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
の
町
は
協
同
組
合
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
町
で
あ
る
と
と
も
に
社
会
的
経
済
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。
協
同
組
合
だ
け
で
な
く
各
種
非

営
利
組
織
が
連
帯
し
て
い
る
町
で
も
あ
る
の
で
す
（
注
➀
）
。
イ
タ
リ
ア
・
エ
ミ
リ
ア
ロ
マ
ー
ニ
ャ
州
・
ボ

ロ
ー
ニ
ャ
県
イ
モ
ラ
の
町
も
同
様
で
す
。
イ
モ
ラ
は
七
万
人
ほ
ど
の
人
口
で
、
広
域
で
も
一
二
万
人
し
か

な
い
町
に
製
造
業
、
建
設
、
住
宅
、
農
業
、
流
通
、
サ
ー
ビ
ス
、
文
化
な
ど
一
一
五
の
協
同
組
合
が
あ
り
、

一
五
〇
‐
二
〇
〇
の
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
そ
の
他
の
非
営
利
組
織
が
あ
り
社
会
的
経
済
の
町
で
す
（
注

②
）
。
市
民
は
誰
も
が
こ
の
町
は
社
会
的
経
済
の
町
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
ま
す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
・
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州
の
山
の
奥
に
は
マ
レ
ー
ニ
と
い
う
広
域
人
口
一
万
人
の
村
が
あ
り
、
協
同
組

合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
て
し
ま
す
。
二
五
程
の
協
同
組
合
を
中
心
と
し
た
非
営
利
組
織
で
構
成
さ
れ

す
べ
て
協
同
組
合
原
理
で
運
営
さ
れ
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
協
同
組
合
の
首
都
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
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た
韓
国
ソ
ウ
ル
か
ら
東
南
へ
一
二
〇
キ
ロ
に
あ
る
三
〇
万
人
強
の
町
・
原
州
（
ウ
オ
ン
ジ
ュ
）
は
韓
国
協

同
組
合
の
故
郷
と
呼
ば
れ
三
〇
近
く
の
協
同
組
合
が
つ
な
が
っ
て
協
同
組
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
し
社

会
的
経
済
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。 

以
上
の
町
や
村
の
例
は
そ
れ
ぞ
れ
モ
デ
ル
と
し
て
は
、
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
は
協
同
組
合
多
国
籍
企
業
の
拠

点
モ
デ
ル
と
し
て
、
イ
タ
リ
ア
・
イ
モ
ラ
は
製
造
業
を
中
心
と
し
た
協
同
組
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
社
会
的

経
済
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
マ
レ
ー
ニ
は
過
疎
再
生
の
協
同
組
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
モ
デ

ル
と
し
て
、
韓
国
・
原
州
は
生
活
困
窮
者
支
援
の
協
同
組
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
社
会
的
経
済
モ
デ
ル
と
し

て
有
名
で
す
。
こ
の
原
州
に
加
え
て
、
韓
国
・
ソ
ウ
ル
市
も
社
会
的
経
済
を
め
ざ
し
て
い
る
都
市
と
し
て

有
名
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
町
や
村
以
外
に
、
州
レ
ベ
ル
の
社
会
的
経
済
モ
デ
ル
が
あ
り
ま
す
。
イ

タ
リ
ア
・
エ
ミ
リ
ア
ロ
マ
ー
ニ
ャ
州
や
カ
ナ
ダ
・
ケ
ベ
ッ
ク
州
が
有
名
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
地
域
で
協
同
組
合
を
調
査
し
て
い
る
と
世
界
的
な
企
業
も
で
て
き
ま
す
。
イ
タ
リ
ア
・
イ
モ

ラ
に
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
・
プ
レ
ス
機
械
を
生
産
す
る
労
働
者
協
同
組
合
サ
ク
ミ
（S

a
c
m

i

）
が
あ
り
世
界
シ

ェ
ア
は
五
〇
％
で
す
。
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー
ニ
ャ
州
モ
デ
ナ
と
い
う
町
に
は
産
業
用
計
量
器
（
ト
ラ
ッ
ク

や
荷
物
の
計
量
器
）
を
生
産
す
る
ビ
ラ
ン
ツ
ィ
ア
イ
（B

ila
n

c
ia

i

）
と
い
う
労
働
者
協
同
組
合
が
あ
り
欧

州
市
場
の
シ
ェ
ア
は
三
五
％
で
ト
ッ
プ
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
に
は
ア
コ
ム
（A

c
o

m
e

）
と
い
う
労
働
者
協
同

組
合
が
あ
り
ハ
イ
テ
ク
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
、
ワ
イ
ヤ
ー
の
分
野
で
欧
州
ト
ッ
プ
で
す
。
労
働
者
協
同
組
合

で
あ
っ
て
も
世
界
レ
ベ
ル
で
株
式
会
社
と
渡
り
合
っ
て
い
る
企
業
が
い
く
つ
も
あ
る
の
で
す
。 

運
動
組
織
に
目
を
向
け
る
と
、
社
会
的
経
済
や
社
会
的
連
帯
経
済
を
め
ざ
し
て
国
際
会
議
を
重
ね
て
い

る
組
織
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
ブ
ラ
ン
会
議
（M

o
n

t ∸
B

la
n

c
 M

e
e

tin
g

s

）
、
韓
国
ソ
ウ
ル
の

G
S

E
F

、

ペ
ル
ー
か
ら
始
ま
っ
た

R
I
P

E
S

S

、
研
究
者
組
織
に
は

C
ir

ie
c

、E
u

r
ic

s
e

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
韓
国
ソ

ウ
ル
は
日
本
か
ら
協
同
組
合
を
学
ん
だ
国
で
す
が
今
で
は
社
会
的
経
済
を
め
ざ
す
国
際
組
織G

S
E

F

を
形

成
し
て
日
本
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

社
会
的
経
済
の
理
念
・
価
値
観 

こ
の
よ
う
に
、
社
会
的
経
済
や
社
会
的
連
帯
経
済
は
村
や
町
や
州
単
位
で
発
展
し
て
い
ま
す
が
、
次
に

こ
の
社
会
的
経
済
の
理
念
や
そ
れ
を
実
現
す
る
原
則
、
制
度
、
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
つ
ま

り
経
済
体
制
論
の
議
論
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
理
念
・
価
値
に
つ
い
て
で
す
。「
欧
州
社
会
的
経
済
」（S

o
c
ia

l 

e
c
o

n
o

m
y

 
E

u
r
o

p
e

）
と
い
う
名
の
国
際
組
織
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
社
会
的
経
済
の
構
成
員
は

協
同
組
合
、
共
済
、
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
財
団
か
ら
な
り
、
重
視
し
て
い
る
価
値
は
、
資
本
よ
り
人
間
、

会
員
に
よ
る
民
主
的
管
理
、
個
人
と
社
会
の
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
、
連
帯
と
責
任
、
持
続
的
発
展
へ
の
再
投

資
、
開
か
れ
た
会
員
制
、
公
的
機
関
か
ら
の
自
立
と
い
う
七
項
目
を
あ
げ
て
い
ま
す
（
注
③
）
。
欧
州
で
の

各
種
組
織
に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
社
会
的
経
済
が
重
視
す
る
価
値
と
し
て
は
、
民
主
主

義
、
参
加
、
連
帯
、
公
正
を
あ
げ
る
の
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
公
正
は
所
得
格
差
の
公
正
で
す
。

実
態
調
査
を
し
て
も
、
協
同
組
合
で
は
経
営
ト
ッ
プ
と
初
任
給
と
の
格
差
は
日
本
で
も
欧
州
で
も
七
倍
く

ら
い
が
多
い
で
す
ね
。
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
協
同
組
合
の
三
倍
は
特
別
で
す
が
。
株
式
会
社
に
お
け
る
所
得
格

差
の
数
十
倍
、
数
百
倍
と
い
う
世
界
は
、
社
会
的
経
済
の
理
念
・
価
値
を
重
視
す
る
世
界
で
は
、
存
在
し

て
も
多
分
ほ
と
ん
ど
な
い
に
近
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

理
念
・
価
値
を
実
現
す
る
原
則
・
制
度
・
シ
ス
テ
ム 

社
会
的
経
済
の
理
念
・
価
値
を
実
現
す
る
原
則
・
制
度
・
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

に
つ
い
て
は
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
と
イ
タ
リ
ア
の
協
同
組
合
が
連
帯
概
念
を
基
礎
に
し
て
体
系
を
形
成
し
て
お

り
優
れ
て
い
ま
す
（
注
④
）
。
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
に
お
い
て
は
、
連
帯
と
い
う
用
語
は
お
題
目
で
は
な
く
、
報
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酬
の
公
正
、
雇
用
保
障
、
投
資
リ
ス
ク
の
分
散
、
民
主
主
義
な
ど
の
目
標
を
実
現
す
る
原
則
・
制
度
・
シ

ス
テ
ム
な
の
で
す
。
ま
た
イ
タ
リ
ア
か
ら
広
が
っ
た
社
会
的
協
同
組
合
は
、
精
神
病
院
廃
止
運
動
か
ら
始

ま
り
生
活
困
窮
者
を
地
域
ぐ
る
み
で
支
援
す
る
制
度
に
発
展
し
欧
州
全
域
に
広
が
り
ま
し
た
。
し
か
も
イ

タ
リ
ア
は
競
争
市
場
で
闘
え
る
よ
う
に
協
同
組
合
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
と
い
う
連
帯
組
織
も
発
明
し
ま
し

た
。
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
だ
け
で
な
く
効
率
を
高
め
る
連
帯
組
織
と
し
て
は
個
々
の
協
同
組
合
の
基
礎
に
イ

ン
フ
ラ
型
の
第
二
種
協
同
組
合
を
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
も
イ
タ
リ
ア
も
形
成
し
て
い
ま
す
。
銀
行
や
研
究
所
や

社
会
保
障
の
協
同
組
合
な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
横
の
連
帯
だ
け
で
は
な
く
、
世
代
間
の
縦
の
連
帯
を
実
現
す

る
た
め
に
エ
ミ
リ
ア
・
ロ
マ
ー
ニ
ャ
州
で
は
、
中
学
・
高
校
生
の
段
階
か
ら
協
同
組
合
教
育
を
行
っ
て
お

り
、
毎
年
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
勝
者
は
欧
州
の
協
同
組
合
都
市
を
訪
問
し
ま
す
。
更
に
世
代
間
で
協
同
組
合

を
引
き
継
ぎ
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
イ
タ
リ
ア
は
法
律
で
、
協
同
組
合
の
剰
余
の
三
〇
％
を
不
分
割
準

備
金
と
し
て
分
配
し
な
い
で
投
資
に
回
す
よ
う
に
し
、
三
％
を
互
恵
基
金
（m

u
t
u

a
l 

fu
n

d

）
と
し
て
新

規
協
同
組
合
設
立
の
た
め
に
使
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
研
究
者
の
間
で
は
こ
れ
ら
三
三
％
は
イ
タ
リ
ア
協

同
組
合
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

以
上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
社
会
的
経
済
は
世
界
各
地
で
発
展
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
新
た
な
文
明
の

始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
資
本
主
義
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
社
会
的
経
済
な
い
し
社
会
的
連
帯
経
済
の

理
念
・
価
値
観
と
を
比
較
す
れ
ば
わ
か
り
ま
す
。
次
に
こ
の
問
題
に
移
り
ま
し
ょ
う
。 

 二 

資
本
主
義
経
済
体
制
の
変
革 

資
本
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
危
機 

資
本
主
義
経
済
体
制
は
終
焉
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
世
界
中
が
こ
の
経
済
体
制

が
原
因
で
経
済
シ
ス
テ
ム
の
危
機
、
人
間
性
の
危
機
、
自
然
環
境
の
危
機
な
ど
の
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い

る
か
ら
で
す
。
こ
こ
で
経
済
シ
ス
テ
ム
の
危
機
と
自
然
環
境
の
危
機
は
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
最
後
の

人
間
性
の
危
機
と
は
、
格
差
社
会
が
拡
大
し
支
配
・
搾
取
に
よ
る
犠
牲
者
の
人
間
性
が
、
心
身
症
、
暴
力
、

犯
罪
、
テ
ロ
、
戦
争
な
ど
の
形
を
と
っ
て
崩
壊
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
世
界
は
地
獄
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
危
機
は
一
時
的
な
も
の
で
は
な
く
、
次
に
示
す
資
本
主
義
を
構
成
す
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
直
結

し
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
に
、
永
続
的
で
極
限
ま
で
高
ま
っ
て
い
き
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
危
機
は
資

本
主
義
の
修
正
で
は
解
決
で
き
ま
せ
ん
。
資
本
主
義
が
終
焉
を
迎
え
る
と
い
う
理
由
は
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

弁
証
法
は
正
し
い
理
論
で
す
。
自
ら
生
み
出
し
た
原
因
に
よ
っ
て
最
後
は
崩
壊
し
新
た
な
世
界
が
生
み
出

さ
れ
て
い
く
と
い
う
理
論
で
す
。 

危
機
の
原
因
と
し
て
の
資
本
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
何
か
を
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
は
自
由
主
義

思
想
、
営
利
企
業
、
競
争
シ
ス
テ
ム
、
市
場
シ
ス
テ
ム
、
国
家
と
政
策
の
五
つ
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
由
主
義
思
想
は
新
自
由
主
義
思
想
と
い
っ
た
方
が
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
営
利
企
業
は
、
株
式
会
社

を
代
表
と
し
て
、
営
利
動
機
を
基
礎
に
し
て
一
株
一
票
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
持
つ
企
業
の
こ
と
で
す
。
競
争

シ
ス
テ
ム
と
は
、
経
済
主
体
が
同
一
の
目
的
に
向
か
っ
て
私
的
利
益
を
競
い
合
う
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。

市
場
シ
ス
テ
ム
と
は
、
需
要
と
供
給
で
価
格
・
売
買
量
が
決
ま
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
で
す
。
国
家
と
政
策

は
、
政
府
が
目
的
と
手
段
を
も
っ
て
社
会
経
済
に
介
入
す
る
こ
と
で
す
。 

こ
れ
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
が
矛
盾
を
起
こ
し
て
ど
ん
ど
ん
危
機
を
進
行
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。
自
由
競
争

は
果
て
し
な
き
戦
い
の
世
界
で
あ
り
、
強
い
も
の
が
勝
ち
残
り
、
富
の
格
差
・
排
除
・
貧
困
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。
自
由
競
争
と
営
利
企
業
の
組
み
合
わ
せ
は
、
少
数
者
に
よ
る
富
の
支
配
を
生
み
出
し
て
い
ま

す
。
営
利
企
業
の
巨
大
金
融
資
本
は
、
バ
ブ
ル
の
形
成
・
崩
壊
を
繰
り
返
す
飽
く
な
き
欲
望
の
主
体
で
す
。
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自
由
競
争
市
場
は
、
臓
器
取
引
の
よ
う
に
取
引
し
て
は
な
ら
な
い
公
益
の
世
界
ま
で
市
場
化
し
て
モ
ラ

ル
・
倫
理
を
崩
壊
さ
せ
て
い
ま
す
。
大
き
な
政
府
も
小
さ
な
政
府
も
失
敗
し
、
市
場
の
失
敗
が
大
き
く
て

政
府
に
よ
る
政
策
で
は
多
く
の
問
題
が
解
決
で
き
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア
競
争
は
資

本
主
義
的
大
規
模
生
産
に
よ
る
自
然
破
壊
を
激
化
さ
せ
地
球
環
境
が
狂
い
だ
し
て
い
ま
す
。
働
く
者
に
希

望
を
与
え
た
三
丁
目
の
夕
日
の
世
界
は
も
は
や
遠
い
昔
の
世
界
で
す
。 

パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
革 

資
本
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
変
革
す
る
し
か
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
変
革
の
方
向
を
見
出
す
ヒ
ン
ト
は
、

す
で
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
次
世
代
経
済
体
制
の
理
念
・
価
値
観
の
中
に
あ
り
ま
す
。
社
会
的
連
帯
経
済
の

理
念
・
価
値
が
そ
れ
で
す
。
我
々
の
前
に
提
示
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
理
念
・
価
値
観
を
検
討
し
さ
ら
に
そ

れ
を
洗
練
化
し
て
新
た
な
経
済
体
制
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
並
び
に
そ
れ
を
実
現
す
る
制
度
・
シ
ス
テ
ム
を
創
造

す
る
と
い
う
仕
事
が
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

求
め
る
べ
き
は
、
資
本
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
変
革
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
並
び

に
、
新
た
な
経
済
体
制
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
を
も
つ
か
、
と
い
う
問
題
で
す
。
こ
れ
ら
を

①
資
本
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
、
②
そ
れ
が
も
た
ら
し
て
い
る
現
代
の
危
機
の
性
格
、
③
社
会
的
経
済
の
理
念
・

価
値
観
と
連
帯
経
済
の
理
念
・
価
値
観
、
④
社
会
的
経
済
、
連
帯
経
済
の
実
態
、
と
い
う
四
つ
の
情
報
か

ら
導
き
出
す
の
で
す
。
私
は
こ
こ
か
ら
新
た
な
経
済
体
制
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
新
た
な
文
明
の
始
ま
り
だ
と

い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
人
類
愛
、
正
義
と
自
由
、
連
帯
、
公
正
、
公
平
な
ど
の
価
値
を
基
礎

に
し
た
新
た
な
経
済
体
制
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
価
値
体
系
で
す
。
特
に
重
要
な
の
は
、
競
争
シ
ス
テ
ム
は
終
わ

り
を
遂
げ
、
協
力
・
連
帯
シ
ス
テ
ム
の
社
会
に
転
換
さ
れ
る
と
い
う
点
で
す
。
こ
れ
は
協
同
組
合
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
社
会
的
経
済
が
栄
え
て
い
る
町
で
は
、
競
争
で
は
な
く
協
力
・
連
帯
し
あ
っ
て
お
り
、
競
争
す

る
な
と
い
う
言
葉
さ
え
う
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
推
測
で
き
ま
す
。
社
会
的
連
帯
経
済
は
新
た
な
文
明

の
ひ
な
形
な
の
で
す
。
新
た
な
時
代
の
価
値
観
や
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
つ
い
て
は
、
総
合
人
間
学
会
の
オ
ン
ラ

イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
掲
載
し
ま
し
た
の
で
ご
参
照
く
だ
さ
い
（
注
⑤
）
。
以
下
で
は
資
本
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム

の
変
革
方
向
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
き
ま
す
。 

資
本
主
義
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
次
の
よ
う
な
方
向
に
転
換
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
世
界
の
危
機
を
解
決
す
る
方
向
で
も
あ
り
ま
す
。 

① 

自
由
主
義
思
想
は
、
人
類
愛
、
正
義
、
自
由
の
思
想
に
転
換
す
る
。 

② 

営
利
動
機
は
、
真
の
人
類
の
目
的
に
関
係
し
た
動
機
へ
と
転
換
す
る
。 

③ 

株
式
会
社
は
、
一
株
一
票
に
代
え
て
一
人
一
票
の
民
主
主
義
を
基
礎
に
し
た
協
同
組
合
に
転
換
す
る
。 

④ 

競
争
シ
ス
テ
ム
は
、
完
全
に
な
く
す
必
要
は
な
い
が
、
協
力
・
連
帯
の
シ
ス
テ
ム
に
転
換
す
る
。 

⑤ 

市
場
シ
ス
テ
ム
は
、
公
益
基
準
に
従
い
規
制
し
、
資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
に
計
画
を
導
入
す
る
。 

⑥ 

国
家
と
政
策
に
つ
い
て
は
、
格
差
社
会
を
な
く
す
た
め
国
際
的
な
富
の
分
ち
合
い
原
理
を
導
入
す
る
。 

新
た
な
経
済
体
制
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
実
現
の
可
能
性 

 

こ
れ
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
基
本
的
考
え
方
は
、
人
間
を
大
切
に
し
、
働
く
者

が
報
わ
れ
る
平
和
な
社
会
を
建
設
す
る
と
い
う
価
値
観
で
す
。
新
し
い
社
会
の
価
値
観
に
は
哲
学
が
必
要

で
す
。
自
由
に
つ
い
て
も
再
考
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
例
え
ば
、
真
の
自
由
は
正
義
と
一
体
の
も
の

で
す
。
正
義
な
き
自
由
も
自
由
な
き
正
義
も
偽
物
で
す
。
正
義
と
は
自
由
だ
と
い
う
詭
弁
を
弄
す
る
リ
バ

タ
リ
ア
ン
を
排
除
す
る
に
は
、
正
義
と
自
由
の
議
論
の
基
礎
に
人
類
愛
の
価
値
観
を
置
く
こ
と
が
い
い
の

で
は
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
新
し
い
文
明
を
担
う
哲
学
者
・
思
想
家
が
ど
ん
ど
ん
生
ま
れ
て
く
る
時

代
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 
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パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
は
可
能
で
し
ょ
う
か
。
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
が
非
営
利
組
織
で
す
。
特
に
協

同
組
合
は
「
基
本
的
価
値
」
と
い
う
理
念
・
価
値
の
思
想
を
も
っ
て
お
り
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
形
成
し

て
い
く
先
頭
集
団
に
い
ま
す
。
非
営
利
の
理
念
・
価
値
を
見
失
っ
た
非
営
利
組
織
も
あ
り
ま
す
が
、
営
利

企
業
で
さ
え
社
会
的
企
業
と
し
て
非
営
利
の
世
界
で
活
躍
す
る
時
代
で
あ
り
、
社
会
的
経
済
や
連
帯
経
済

の
時
代
に
は
非
営
利
の
意
義
を
取
り
戻
す
時
代
が
く
る
は
ず
で
す
。 

 

新
た
な
社
会
で
は
株
式
会
社
は
製
造
・
建
設
・
運
輸
業
な
ど
で
は
労
働
者
協
同
組
合
に
転
換
さ
れ
て
い

き
ま
す
が
、
短
期
的
に
は
困
難
が
伴
い
ま
す
。
過
渡
期
に
は
従
業
員
所
有
企
業
と
い
う
形
態
を
と
る
の
が

い
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
世
界
に
は
従
業
員
所
有
企
業
の
モ
デ
ル
が
沢
山
あ
り
ま
す
（
注
⑥
）
。
金
融
危
機
が

勃
発
し
て
多
く
の
企
業
が
倒
産
し
た
時
に
は
、
従
業
員
が
株
式
を
買
収
し
て
雇
用
を
確
保
す
る
道
が
あ
り

得
る
こ
と
を
日
本
も
世
界
か
ら
学
ぶ
べ
き
で
す
。 

 

三 

移
行
の
戦
略
―
四
段
階
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
― 

競
争
社
会
か
ら
協
力
・
連
帯
社
会
へ
の
転
換 

 

そ
れ
で
は
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
過
程
で
競
争
社
会
か
ら
協
力
・
連
帯
社
会
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
移

行
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
我
々
は
競
争
シ
ス
テ
ム
が
優
れ
て
い
る
と
長

い
間
に
学
習
さ
せ
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。
社
会
的
経
済
、
連
帯
経
済
は
協
力
・
連
帯
を
基
礎
に
し
て
い

る
セ
ク
タ
ー
で
す
か
ら
、
社
会
的
連
帯
経
済
の
社
会
に
な
れ
ば
競
争
シ
ス
テ
ム
と
協
力
・
連
帯
シ
ス
テ
ム

は
逆
転
が
可
能
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
ま
で
に
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

こ
こ
で
私
が
提
唱
し
て
い
る
の
が
四
段
階
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
想
で
す
。
人
と
人
、
組
織
と
組
織
を
横
に

つ
な
い
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
広
げ
て
い
く
と
い
う
考
え
方
で
す
。
四
段
階
と
は
、
生
活
圏
で
の
地

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
府
県
単
位
で
の
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
す
。
生
活
圏
で
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
純
粋
な
形
で
は
個
人
が
横
に
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

す
。
府
県
単
位
の
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
社
会
的
連
帯
経
済
の
構
成
員
で
あ
る
非
営
利
組
織
が
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い
っ
て
全
国
組
織
を
作
る
と
い
う
考
え

方
で
す
。
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
各
国
を
結
ぶ
社
会
的
連
帯
経
済
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
地
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
一
部
な
い
し
、
か
な
り
融
合
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

 

何
の
た
め
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
の
か
と
い
う
点
が
最
も
重
要
で
す
。
生
活
圏
で
は
市
民
の

人
々
が
地
域
社
会
の
課
題
に
立
ち
向
か
い
協
力
し
合
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
ゼ
ロ
の

所
も
あ
り
ま
す
が
既
に
で
き
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

N
P

O

や
生
協

な
ど
の
広
域
の
非
営
利
組
織
と
つ
な
が
っ
て
い
る
場
合
は
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
。
つ
な
が
っ
て
協
力
し
合

っ
て
生
活
圏
や
広
域
で
の
課
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
す
。 

広
域
レ
ベ
ル
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
ゼ
ロ
に
近
い
府
県
も
あ
り
ま
す
が
、
で
き
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

非
営
利
組
織
が
横
に
つ
な
が
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
の
で
す
。
協
同
組
合
で
は
全
国
各
地
で

協
同
組
合
連
絡
協
議
会
と
い
う
組
織
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
が
形
成
さ
れ
協
同
・
連
携
し
あ
っ
て
い
ま
す
。

異
種
の
非
営
利
組
織
が
つ
な
が
り
「
非
営
利
協
同
」
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
る
場
合
も
稀
で
は
あ
り
ま
す

が
存
在
し
ま
す
。 

縦
社
会
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
市
民
社
会
へ
の
転
換 

日
本
社
会
は
長
い
間
縦
社
会
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
日
本
で
非
営
利
組
織
が
横
に
つ
な
が
ら
な
い
理
由

の
一
つ
は
こ
の
縦
社
会
に
原
因
が
あ
り
ま
す
。
地
域
社
会
も
縦
社
会
、
大
学
も
縦
社
会
、
政
府
も
縦
社
会

と
縦
社
会
が
支
配
的
な
の
で
す
。
協
同
組
合
は
企
業
規
模
を
大
き
く
は
し
ま
す
が
他
の
協
同
組
合
、
ま
し
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て
他
の
非
営
利
組
織
と
は
な
か
な
か
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
日
本
で
異
種
協
同
組
合
が
つ
な
が
る
協

同
組
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
都
市
や
、
非
営
利
組
織
が
つ
な
が
る
社
会
的
経
済
の
都
市
が
で
き
な
い
理
由
で

す
。
こ
れ
を
克
服
す
る
に
は
縦
社
会
で
は
な
く
横
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
相
互
に
つ
な
ぎ
ク
モ
の
巣
の
よ
う
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
市

民
社
会
を
形
成
す
る
の
が
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
課
題
で
す
。 

も
う
一
つ
重
要
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
国
組
織
の
作
り
方
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
議

論
か
ら
推
測
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
二
つ
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
、

も
う
一
つ
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
で
す
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
は
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
広
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
つ
な
が
り
を
全
国
に
広
げ
て
い
く
と
い
う
や
り
方
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
協
力
社
会
で
あ
る
市
民

社
会
を
下
か
ら
築
き
上
げ
て
い
き
ま
す
。
欧
州
の
市
民
社
会
は
こ
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
方
式
は
、
既
存
の
非
営
利
組
織
の
中
で
全
国
組
織
の
規
模
を
持
っ
て
い
る
と
こ

ろ
を
取
り
上
げ
そ
の
本
部
を
つ
な
い
で
い
く
と
い
う
方
式
で
す
。
こ
ち
ら
の
方
は
短
期
間
に
全
国
組
織
を

形
成
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
市
民
社
会
を
ど
の
よ
う
に
築
い
て
い
く
の
か
を
別
途
考
え
る
必
要

が
出
て
き
ま
す
。
上
か
ら
の
指
導
と
い
う
方
法
も
あ
り
え
る
で
し
ょ
う
。
私
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
を
選

択
し
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
時
間
が
か
か
っ
て
も
生
活
圏
か
ら
協
力
社
会
を
形
成
し
市
民
の
政
策
能

力
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
競
争
社
会
と
協
力
・
連
帯
社
会
を
逆
転
さ
せ
市

民
社
会
を
築
く
に
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す 

三
・
二
五
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
そ
の
総
括 

 

二
〇
一
七
年
三
月
二
五
日
、
大
阪
で
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
各
地
の
代
表
が
パ
ネ
ラ
ー

と
し
て
集
ま
り
、「
社
会
的
連
帯
経
済
を
め
ざ
し
て
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。
集
ま
っ

た
の
は
、
北
か
ら
新
潟
県
の
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
束
ね
る
「
協
同
ネ
ッ
ト
」
の
パ
ネ
ラ
ー
二
人
、
東
海

三
県
（
愛
知
、
三
重
、
岐
阜
）
の
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
束
ね
る
「
地
域
と
協
同
の
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の

パ
ネ
ラ
ー
一
人
、
近
畿
二
府
四
県
（
大
阪
、
京
都
、
奈
良
、
滋
賀
、
兵
庫
、
和
歌
山
）
の
広
域
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
束
ね
る
関
生
（
か
ん
な
ま
）
連
帯
組
織
の
パ
ネ
ラ
ー
一
人
の
合
計
四
人
で
す
。 

 

各
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
相
互
の
つ
な
が
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
顔
を
合
わ
せ
、
事
前

に
決
め
て
い
た
議
論
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
説
明
・
討
論
を
重
ね
ま
し
た
。
議
論
し
た
の
は
、
社
会
的
連
帯

経
済
な
い
し
非
営
利
セ
ク
タ
ー
の
発
展
に
つ
い
て
、
各
地
域
に
お
け
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
広
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、
各
地
の
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ
な
い
で
拡
大
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
、
な
ど
で
す
（
注
⑦
）
。
進
行
役
は
、
主
催
団
体
で
あ
る
大
阪
労
働
学
校
・
社
会
的
連
帯
経
済
研
究

会
を
主
宰
す
る
私
が
行
い
ま
し
た
。
当
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
成
功
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
私
な
り
に

そ
れ
を
総
括
し
ま
す
と
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
パ
ネ
ラ
ー
間
で
確
認
さ
れ
た
事
項
並
び
に
合
意
さ
れ
た
と
推

測
さ
れ
る
事
項
は
以
下
の
七
点
に
な
り
ま
す
。 

① 

社
会
的
連
帯
経
済
（
非
営
利
セ
ク
タ
ー
）
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。 

② 

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
り
地
域
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。 

③ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
競
争
社
会
か
ら
協
力
社
会
へ
の
転
換
と
市
民
社
会
の
確
立
が
望
ま
し
い

と
考
え
ら
れ
る
。 

④ 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
に
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。 

⑤ 

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
に
は
学
会
方
式
よ
り
も
横
の
つ
な
が
り
を
重
視
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
方
式
が
望
ま

し
い
。 
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⑥ 

④
と
⑤
よ
り
、
地
域
・
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
積
み
上
げ
に
よ
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実
現
が

望
ま
し
い
。 

⑦ 
規
制
の
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
よ
り
も
緩
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
包
容
力
の
あ
る
連
帯
）
が
望
ま

し
い
。 

今
後
は
以
上
の
方
針
に
基
づ
い
て
更
に
議
論
を
重
ね
、
地
域
・
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
大
を
推
進
す
る
事
務
局
メ
ン
バ
ー
を
ど
の
よ
う
に
構
成
す
る

か
も
今
後
の
課
題
で
す
。 

 

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
拡
大
し
て
い
く
過
程
で
日
本
の
社
会
的
連
帯
経
済
に
は
欧
州
そ
の
他
の
国
々
で
の
社

会
的
連
帯
経
済
と
は
異
な
る
特
徴
が
出
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
最
後
に
こ
の
点
に
つ
い
て
述
べ
て

お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

昨
年
の
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
国
際
会
議
や
今
年
三
月
の
大
阪
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
か
ら
次
第
に
明
確
に
な

っ
て
き
た
こ
と
に
、
近
畿
圏
の
関
生
連
帯
組
織
と
同
様
に
、
大
企
業
の
系
列
化
で
支
配
・
搾
取
さ
れ
て
い

る
中
小
企
業
が
協
同
組
合
で
つ
な
が
り
労
働
組
合
と
連
帯
し
て
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
立
ち
向
か
う
有
効

性
が
ま
ず
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
小
企
業
は
社
会
的
連
帯
経
済
の
仲
間
と
し
て
迎
え
る
べ
き
で

し
ょ
う
。
そ
れ
は
欧
州
で
は
ス
ペ
イ
ン

S
A

L

の
よ
う
な
株
式
会
社
で
あ
る
従
業
員
所
有
企
業
も
社
会
的
経

済
の
仲
間
と
し
て
公
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
で
す
。 

 

更
に
、
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
で
発
表
さ
れ
た
山
形
県
置
賜
地
方
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
非
営
利
組
織
の
集

団
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
社
会
的
連
帯
経
済
の
仲
間
と
し
て
歓
迎
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
は
三

市
五
町
と
い
う
広
域
で
は
あ
り
ま
す
が
、
生
活
圏
の
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
中
心
で
す
。
有
機
農
業
を
基

礎
に
経
済
的
に
自
立
し
林
業
も
含
め
て
所
得
が
地
域
内
で
循
環
す
る
共
生
型
経
済
圏
を
形
成
す
る
と
い
う

数
十
年
が
か
り
の
構
想
で
す
が
真
に
日
本
型
社
会
的
連
帯
経
済
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

注 ① 

石
塚
秀
雄[

二
〇
一
五]

「
モ
ン
ド
ラ
ゴ
ン
と
ケ
ベ
ッ
ク
に
み
る
協
同
組
合
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
協
働

の
形
成
」J

C

総
研
機
関
紙
『
に
じ
』N

o
.6

5
2

参
照
． 

② 

津
田
直
則[

二
〇
一
五]

「
イ
タ
リ
ア
・
イ
モ
ラ
の
協
同
組
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
社
会
的
経
済
」
日
本
協

同
組
合
学
会
岐
阜
大
会
で
の
発
表
． 

③ 

欧
州
社
会
的
経
済
（S

o
c
ia

l E
c
o

n
o

m
y

 E
u

r
o

p
e

）
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照
． 

h
t
t
p

://w
w

w
.s

o
c
ia

le
c
o

n
o

m
y
.e

u
.o

r
g

/ 

④ 

津
田
直
則[

二
〇
一
二]

『
社
会
変
革
の
協
同
組
合
と
連
帯
シ
ス
テ
ム
』
晃
洋
書
房
、
第
八
章
「
協
同
組

合
と
連
帯
シ
ス
テ
ム
」
を
参
照
． 

⑤ 

津
田
直
則[

二
〇
一
六]

「
連
帯
社
会
へ
の
道
―
新
た
な
文
明
へ
の
挑
戦
―
」
総
合
人
間
学
会
『
総
合
人

間
学
』
第
一
〇
号
（
オ
ン
ラ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
総
合
人
間
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
参
照
可
能
、
三

五
‐
四
二
頁
．
） 

⑥ 

津
田
直
則[

二
〇
一
四]

『
連
帯
と
共
生
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
第
五
章
「
従
業
員
所
有
企
業
と
自
主
管

理
・
従
業
員
買
収
」
を
参
照
． 

⑦ 

津
田
直
則
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
参
照
． 

h
t
t
p

://w
w

w
.s

o
c
ia

le
c
o

n
o

m
y
.b

iz
/ 
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